
コード 13058

講時 単位数 2

履修に当たっ
ての注意・助言
/準備学習

受講生には、下記授業内容の中から一つだけテーマを選び、文献で調べて発表してもらう。このため虐待につ
いては、日頃から新聞やテレビから情報を得、関心をもっておくことが望ましい。

講義計画

　
  １．①児童虐待とは
　　　②児童虐待の歴史
  ２．児童虐待のビデオ視聴
　３．児童虐待の現状・実態　　　
  ４．身体的・心理的虐待・ネグレクトが子どもに及ぼす心理的影響　　　
  ５．性的虐待が子どもに及ぼす心理的影響
  ６．トラウマ・ＰＴＳＤについて（その１）
  ７．トラウマ・ＰＴＳＤについて（その２）
  ８．児童虐待と非行との関係
　９．虐待を受けた子どもへの対応
１０．虐待をする親の心理
１１．虐待をする親への対応　　
１２．被虐待児への教師の対応
１３．事例研究①
１４．事例研究②　　
１５．事例研究③

テキスト なし。適宜、資料を配布する。

参考書

目的と概要
近年社会問題ともなっている児童虐待について考える。この授業では、児童虐待の実態、虐待が子どもの心身
の発達に及ぼす影響、虐待をする親の心理、背景となる家族の問題等を主たるテーマとし、被虐待児への心
のケア、学校の教師による被虐待児やその親への対応について検討する。

成績評価法 平常点（６０点）、授業中に課す課題（４０点）

開期 後期 月曜日3限

授業テーマ
児童虐待（児童虐待の背景要因・被虐待児の心理的問題とケア・虐待をする親の心理と育児支援・被虐児へ
の教師の対応）

科目名 心理学演習Ⅰ

担当教員 和田野　康子

配当 教福3

2011年度




